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国
民
の
財
産
で
あ
り
、
日
本
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
富
士
山
は
、
そ

の
類
ま
れ
な
る
美
し
い
自
然
景
観

に
よ
り
、
人
の
心
を
打
ち
、
芸
術

や
信
仰
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

２
月

日
の
「
富
士
山
の
日
」

２３

は
、
こ
う
し
た
偉
大
な
る
富
士
山

を
抱
く
静
岡
県
に
お
い
て
、
す
べ

て
の
県
民
が
富
士
山
に
つ
い
て
学

び
、
考
え
、
思
い
を
寄
せ
、
富
士

山
憲
章
の
理
念
に
基
づ
き
、
後
世

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
期
す
る
日
と

平
成

年
に
起
き
た
新
潟
県
中

１９

越
沖
地
震
で
は
、
震
度
６
強
の
揺

れ
で
古
い
木
造
住
宅
が
多
数
倒
壊

し
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

日
一
日
と
近
づ
い
て
い
る
東
海

地
震
の
発
生
に
備
え
る
た
め
、
特

に
昭
和

年
以
前
の
旧
建
築
基
準

５６

で
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

補
強
を
促
進
す
る
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
次

の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
耐
震
補
強

に
つ
い
て
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
と
家
族
の
身
を
守
る

た
め
、
住
ま
い
を
地
震
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

「
静
岡
県
耐
震
診
断
補
強
相
談

士
」
が
お
宅
を
訪
問
し
、
建
物
の

老
朽
度
や
壁
の
量
な
ど
か
ら
地
震

に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
強
度
が
あ

る
の
か
診
断
し
ま
す
。
住
宅
の
耐

震
性
を
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、

耐
震
化
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

診
断
料

自
己
負
担
な
し
（
無
料
）

耐
震
診
断
で
住
宅
の
耐
震
強
度

が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
補
強

計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
市
で
は

計
画
の
作
成
に
か
か
る
費
用
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
計
画
の
作
成
は
、

静
岡
県
耐
震
診
断
補
強
相
談
士
の

い
る
建
築
士
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

補
助
額

作
成
費
用
の
３
分
の
２

以
内
（
限
度
額
９
６,
０
０
０
円
）

補
強
計
画
を
立
て
た
ら
、
い
よ

い
よ
補
強
工
事
で
す
。
１
戸
に
つ

き

万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

３０
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
み
が
居
住

す
る
住
宅
な
ど
に
つ
い
て
は
、
２０

万
円
の
割
増
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額

通
常
分

万
円
＋
高
齢

３０

者
割
増
分

万
円（
※
１
）＋
平
成

２０

年
度
時
限
措
置
分

万
円（
※
２
）

２２

３０

※
１
高
齢
者
の
み
が
居
住
す
る
場
合

※
２
平
成

年
３
月

日
ま
で
に

２３

３１

申
し
込
ま
れ
た
場
合

対
象
住
宅
（
1
～
3
す
べ
て
）

昭
和

年
５
月
以
前
に
建
築
さ

５６

れ
た
木
造
住
宅

そ
の
他

・
補
強
計
画
の
作
成
及
び
耐
震
補

強
工
事
の
補
助
要
件
は
、
耐
震
診

断
の
評
点
が
０
・
３
以
上
上
が
り
、

補
強
後
に
１
・
０
以
上
と
な
る
こ

と
で
す
。

・
計
画
作
成
後
や
補
強
工
事
後
に

補
助
金
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
国
・
県
・
市
の
名
を
騙
り
、
住
宅

の
耐
震
診
断
・
補
強
工
事
を
持
ち

か
け
ら
れ
た
詐
欺
ま
が
い
の
相
談
・

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
建

設
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

建設課都市住宅係

緯鰻2219

専
門
家
に
よ
る
耐
震
診
断

―

無

料
―

�

ト

ウ

カ

ト

ウ

カ

イイ

補
強
計
画
の
作
成

―

9
6,
0
0
0
円
補
助
―

問合せ先

�

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

県
で
は
、「
富
士
山
の
日
」
の
制

定
を
契
機
と
し
て
、
富
士
山
を
後

世
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
県
民
運
動

の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

富
士
山
の
日
関
連
事
業

富
士
山
の
日
に
ち
な
み
、市
内
幼

稚
園
、小
・
中
学
校
は
休
み
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
市
内
文
化
・
観

光
施
設
の
ご
協
力
を
得
て
、次
の
と

お
り
、
優
遇
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

地
震
に
強
い
家
で
身
を
守
る

地
震
に
強
い
家
で
身
を
守
る
！！

地
震
に
強
い
家
で
身
を
守
る

地
震
に
強
い
家
で
身
を
守
る
！！

プ
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ク
トト

プ
ロ
ジ
ェ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
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（
東
海
・
倒
壊

（
東
海
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倒
壊
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（
東
海
・
倒
壊

（
東
海
・
倒
壊
））

○Ｃ ShizuokaKen

富
士
山
に
つ
い
て
学
び
、考
え
、思
い
を
寄
せ
よ
う
。

２
月

日
は「
富
士
山
の
日
」で
す
。

23

ふ

じ さ ん

�

耐
震
補
強
工
事

―

万
円
補
助
―
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平成22年度「富士山の日」限定施設優遇措置一覧

大人通常
料 金

中学生以下
料 金

施設名

1,900円

無 料

下 田 海 中 水 族 館

1,000円下 田 開 国 博 物 館

500円了 仙 寺 （ 宝 物 館 ）

800円上 原 近 代 美 術 館

300円上 原 仏 教 美 術 館

400円玉 泉 寺（ ハ リ ス 記 念 館 ）

1,000円伊 豆 ク ル ー ズ

1,000円下 田 ロ ー プ ウ ェ イ

300円宝福寺（唐人お吉記念館）

500円
道の駅 開国下田みなと

（ハーバー＆カジキミュージアム）

500円敷根公園屋内温水プール

100円吉 田 松 陰 寓 寄 処

問合せ先 企画財政課企画調整業務担当緯鰻２２１２ 学校教育課緯姥３９２９

※幼稚園児及び小学校１年生から３年生までの児童については、保護者
の付き添いが必要となります。なお、付き添いの方には優遇はありま
せんのでご了承ください。

※ご利用の際には以下の提示が必要となります。
幼稚園児…保護者の身分証明書（免許証など）／小学生…市発行の図書
カード／中学生…各学校発行の身分証明書

く
信
仰
さ
れ
大
切
に
伝
え
ら
れ
た

仏
像
な
ど
が
あ
り
、
ま
さ
に
自
然

が
豊
か
な
歴
史
の
ま
ち
下
田
を
凝

縮
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
今
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ

の
所
有
者
や
管
理
者
、
伝
承
者
の

方
々
の
努
力
と
熱
意
に
よ
っ
て
守

ら
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
保
護
担

当
者
と
し
て
微
力
な
が
ら
、
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

市
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

教
育
委
員
会
は
市
史
編
さ
ん
事

業
を
行
い
、
市
史
を
刊
行
し
て
い

ま
す
。
最
新
刊
で
あ
る
『
下
田
市

史
資
料
編

考
古
･
古
代
・
中
世
』

は
、
下
田
を
含
む
南
伊
豆
の
歴
史

史
料
を
満
載
し
た
資
料
集
で
、
編

集
中
に
は
、
多
く
の
新
し
い
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
報
告
会
と

し
て
、
執
筆
さ
れ
た
編
纂
委
員
に

よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
来
る
２
月
２０

日
（
日
）、
午
後
１
時

分
よ
り
市

３０

民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
す
。
幕
末
開
港
だ
け
で
は
な

い
下
田
の
歴
史
を

満
喫
で
き
る
ま
た

と
な
い
機
会
で
す

の
で
多
く
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課

増
山
順
一
郎
）

－７－ 広報しもだ ２０１１.２月号

下
田
市
の
文
化
財

私
た
ち
の
暮
ら
す
下
田
市
に
は
、

数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

ペ
リ
ー
や
ハ
リ
ス
、
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
に
関
わ
る
幕
末
開
港
の
文
化
財

が
代
表
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
歴
史
や
自
然
、
民

俗
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の

指
定
や
調
査
研
究
、
保
護
が
教
育

委
員
会
の
仕
事
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

文
化
財
保
護
担
当
と
な
っ
て
、

ま
ず
驚
い
た
の
が
指
定
文
化
財
の

多
さ
で
し
た
。
そ
の
件
数
は

件
、

７１

こ
れ
は
当
市
よ
り
数
倍
大
き
な
市

に
匹
敵
す
る
数
で
す
。市
民
の
方
々

の
高
い
意
識
を
示
す
ば
か
り
で
な

く
、
指
定
す
る
た
め
に
は
、
学
術

的
な
評
価
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

れ
を
成
し
た
先
輩
方
の
学
識
と
心

意
気
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

市
内
の
指
定
文
化
財
は
多
種
多

彩
で
す
が
、
概
観
す
れ
ば
、
古
代

か
ら
中
世
、
幕
末
開
港
に
か
か
る

遺
跡
や
史
跡
な
ど
の
下
田
な
ら
で

は
の
文
化
財
、
古
木
や
分
布
の
北

限
に
あ
た
る
植
物
な
ど
伊
豆
の
温

暖
な
自
然
を
物
語
る
も
の
、
地
域

に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
、
人
々
に
篤 vol.30

市
立
図
書
館
で
は
、
２
月
１
日

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
携
帯
サ
イ
ト
、
館
内
検
索
端

末
（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
か
ら
自
分
で
資

料
の
予
約
を
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
（
従
来
通
り
窓
口

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）
予
約

さ
れ
た
本
が
返
却
さ
れ
次
第
、
ご

希
望
の
連
絡
先
へ
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
を
利
用
さ
れ
る
に

は
、
図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
、
事
前
に
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、携
帯
サ
イ
ト
ま
た
は
館
内

検
索
端
末（
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
）か
ら
パ
ス

ワ
ー
ド
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

予
約
で
き
る
資
料

市
立
図
書
館
の
所
蔵
資
料
で
貸

出
中
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

予
約
で
き
る
件
数

カ
ウ
ン
タ
ー
で
予
約
申
し
込
み
し
た

分
も
含
め
て
１
人
５
冊
ま
で
で
す
。

取
置
期
間

連
絡
日
か
ら
１
週
間
で
す
。
取

置
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
け
取
り
が

な
い
場
合
は
、
予
約
を
解
除
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

サ
ー
ビ
ス
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
立
図
書
館

緯
鰻
０
３
５
２

市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://lib.city.shim
oda.shizuoka.jp/

市
立
図
書
館
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

昭和５６年１月、政府は北方領土問題に対する国民

の関心と理解をさらに深め、全国的な北方領土返還

要求運動の一層の推進を図るため、毎年２月７日を

「北方領土の日」とすることを決めました。

館内検索端末（OPAC）

２月７日にはどんな意味があるのでしょう

嘉永７年１０月、ロシア使節プチャーチン提督が乗っ

たディアナ号が下田に来航しました。彼らの目的は

日露北方国境の画定と開港でした。

第１回の条約締結交渉が福泉寺において開始され

ましたが、安政の大地震による大津浪により下田は

壊滅的な被害をうけました。このよう中で交渉は、

第２･３回は玉泉寺で、第４･５回は長楽寺に場所を

移して続けられ、安政元年１２月２１日（１８５５年２月７日）、

長楽寺において日露通好条約が締結されました。こ

の条約で、両国の国境を択捉島とウルップ島の間に

定め、択捉、国後、

色丹、歯舞の四島は

日本の領土とするこ

とが確定しました。

この歴史的な意義

から、「北方領土の

日」として最も適切

な日であるとされた

のです。

問合せ先 総務課秘書広報係 緯鰻２２１１

→
ロ
シ
ア
の
領
土

日本の領土

←

1855年

日露通好条約に基づく国境線

2月7日は「北方領土の日2月7日は「北方領土の日」」2月7日は「北方領土の日2月7日は「北方領土の日」」
国国民の 声と熱意で 四島返国民の 声と熱意で 四島返還還

し ま

（平（平成成2222年度 北方領土問題対策協会 標語最優秀作品年度 北方領土問題対策協会 標語最優秀作品））


